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上郡町認定地域クラブ活動団体の設置及び運営等に係るガイドライン 
上郡町教育委員会 

 
１ 趣旨 

部活動改革及び地域クラブ活動の推進等に関する総合的なガイドライン（令和７年１２月２２日付け
７ス庁第１８３９号スポーツ庁次長・文化庁次長・文部科学省初等中等教育局長通知別添２）に基づき、
上郡町では、その受け皿となる認定地域クラブ活動団体の適切な設置及び運営を確保するため、上郡町
教育委員会（以下「教育委員会」という。）は認定地域クラブ活動に求める基本的な事項等をとりまとめ
た「上郡町認定地域クラブ活動団体の設置及び運営等に係るガイドライン」（以下「ガイドライン」とい
う。）を策定します。 
 
２ 認定地域クラブ活動とは 
（１）認定地域クラブ活動  

アフタースクール人材バンク（以下「人材バンク」という。）に登録した指導者が主体となって実
施する、スポーツ又は文化芸術活動を行う地域クラブ活動で、教育委員会が認定した活動をいいま
す。 

（２）地域クラブ活動  
地域でスポーツ及び文化芸術活動を行っている任意の団体で、教育委員会が認定地域クラブ活動

として認定していない活動をいいます。 
３ 認定地域クラブ活動の目的 
（１）認定地域クラブ活動の活動を通して、生徒たちが生涯にわたって多様なスポーツ・文化芸術活動に

取り組む場を確保します。 
（２）地域の指導者等を中心に、地域を基盤とした社会教育として認定地域クラブ活動を推進すること

で生徒の心身の健全育成を図ります。 
（３）教職員の働き方改革の一環として、学校部活動に従事する負担を軽減することで、生徒に向き合う

時間の確保と、地域と連携した教育活動の質の向上を図ります。 
４ 認定地域クラブ活動の設置について 
（１）申請と認定等について 

① 認定地域クラブ活動を設置しようとする人材バンク登録者は、生徒や保護者が安心して安全に活
動できるよう、ガイドラインに示す事項を遵守することを条件とします。 

② 認定地域クラブ活動を設置しようとする人材バンク登録者は、上郡町における認定地域クラブ活
動の趣旨、条件等を理解したうえで、生徒が生涯にわたってスポーツ・文化芸術に親しむ機会の確
保と、心身の健全育成等を図るための指導方針を明確に示す「地域クラブ活動指導団体・指導者申
請書」（様式第２号）等の必要書類を作成し、関係書類を添えて教育委員会に提出してください。 

③ 教育委員会は、申請団体の活動内容等を審査し、上郡町における認定地域クラブ活動として認定
し、地域クラブ活動認定通知書（様式第５号）により通知をします。 

④ 教育委員会は、認定地域クラブ活動の活動状況等について把握に努め、適切な運営等について指
導助言を行います。登録条件に反する事態が発覚した場合は、協議を行い登録抹消するなど所定の
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対応を行います。 
（２）認定地域クラブ活動の参加対象と応募について 

① 認定地域クラブ活動に参加する生徒は、競技・実技経験や技量、障害の有無等に関わらず、認定
地域クラブ活動で活動することを希望する上郡町内の中学校に在籍するすべての生徒とします。
ただし、町外からの参加も想定されるため、教育委員会が特に認めた場合はこの限りではありませ
ん。 

② 教育委員会は、生徒が円滑に所属したい認定地域クラブ活動を選択するために、認定地域クラブ
活動一覧表（以下（「一覧表」という。）を作成し、ホームページ等により公表します。 

（団体の加入状況等により随時更新します。） 
③ 中学校は、生徒が所属したい認定地域クラブ活動を選択するための資料として一覧表を活用し、

各認定地域クラブ活動の活動方針、内容等を周知します。 
④ 生徒は、自らが活動したい認定地域クラブ活動を選択し、参加する場合は保護者の同意を得て、

各認定地域クラブ活動所定の申込書等を実施主体に提出します。 
５ 認定地域クラブ活動の適切な運営について 
（１）指導者の確保と資質向上について 

① 認定地域クラブ活動は、生徒にとってふさわしい環境を整備し、安心で安全な活動を確保するた
めの指導者を配置し、指導技術の担保による専門性や資質・能力を有する指導者の確保に努めてく
ださい。 

② 認定地域クラブ活動の指導者は、生徒の安全・健康面の配慮等、生徒への適切な指導力等の質を
高め、暴言・暴力、行き過ぎた指導、ハラスメント等の行為の根絶を徹底してください。 

③ アフタースクール事務局（以下「事務局」という。）が地域クラブの適切な指導に資することを目
的に開催する研修会を毎年受講してください。 

④ 運動系認定地域クラブ活動の指導者は、公認スポーツ指導者資格等を取得することが望ましいで
す。 

（２）保険の加入について 
認定地域クラブ活動は、怪我や事故が生じても適切な補償が受けられるように、指導者や参加する
生徒等に対して、自身の怪我等を補償する保険へ必ず加入させてください。 

（３）会費の設定と適切な会計処理について 
① 認定地域クラブ活動に参加するための費用は、受益者負担を原則とします。 
② 認定地域クラブ活動に参加するための費用は参加種目の数によらず一律とし、事務局が一括して

徴収します。 
③ 事務局は、公正かつ適切な会計処理を行い、組織運営に透明性を確保するため、関係者に対する

情報開示を適切に行います。 
（４）適切な活動の確保について 

① 認定地域クラブ活動は、生徒の希望や体力等の状況に適したスポーツ・文化芸術に親しむ機会の
確保に努めてください。 

② 認定地域クラブ活動は、生徒の安定的・継続的な活動を確保するため、活動場所等を工夫してく
ださい。 
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③ 認定地域クラブ活動は、生徒による円滑な活動を確保するために、年間、月間等の活動計画等を
作成し、事前に生徒及び保護者に示してください。 

④ 教育委員会は、適切な活動を確保する観点から、生徒や保護者からのハラスメント等についての
相談窓口を設置します。相談があった場合は、認定地域クラブ活動は事実確認等とともに、教育委
員会の指導助言に対して適切に対応願います。 

６ 合理的で効率的・効果的な取組について 
（１）適切な指導の徹底について 

① 認定地域クラブ活動の指導者は、活動において練習効果を得るために適切な休養を取ることが必
要であることや、過度の練習がスポーツ障害・外傷のリスクを高めることや、バーンアウトにつな
がることを正しく理解し、発達の個人差や成長期における体と心の状態に十分配慮したうえで指
導を行ってください。 
※バーンアウト（燃え尽き症候群）とは、過剰かつ慢性的なストレスを受けた結果として生じる情

緒的消耗感。 
② 指導者は、活動にあたっては生徒の安全・健康面に配慮するとともに、暴力・暴言、行き過ぎた

指導、あらゆるハラスメント等の根絶を徹底してください。 
（２）活動日、活動時間、活動場所、及び適切な休養日等の設定について 
　　　認定地域クラブ活動は生徒に無理のない活動とし、生徒の心身の成長に配慮して、健康に生活を

送れるよう原則として次に掲げる活動時間、適切な休養日の設定をしてください。ただし、各認定地
域クラブ活動の実情を踏まえ、教育委員会と協議のうえ生徒に無理のない範囲内で柔軟に対応でき
ることとします。 
① 学校の学期中は、週当たり２日以上の休養日を設けてください。平日は少なくとも１日、休日に

おいても１日以上を休養日としてください。 
　　② 休日に大会参加、練習試合等により活動した場合は、休養日を他の日に振り替えてください。 

③ 学校の長期休業中は、学期中に準じた扱いを行ってください。また、生徒が十分な休養を取るこ
とができるように、ある程度の長期の休養期間を設けてください。 

④ 一日の活動時間は、平日は長くとも２時間程度、休日（学校の長期休業中を含む。）は３時間程度
とし、できるだけ短時間に、合理的でかつ効率的・効果的な活動を行ってください。 

⑤ 参加する生徒の学校行事や定期試験等とともに地域の行事等に配慮してください。 
７ 安全に配慮した適切な指導について 
（１）生徒の自己指導能力の育成について 

① 指導者は、生徒の健康管理について注意喚起を図り、生徒自らが体調の変化に応じて練習を軽減
したり中止したりするなど、怪我や事故を回避する能力を育成してください。 

② 指導者は、生徒が自分自身や他人の安全を積極的に確保できるように指導してください。 
（２）安全指導の充実について 

① 認定地域クラブ活動は、指導の充実とともに、様々な状況に適切に対応するために複数の指導者
による活動を原則とします。また、指導者と生徒間で約束された安全面に十分に留意した練習内容
で活動することとし、指導者は状況に応じて臨機応変に練習内容の変更の判断をしてください。 

② 指導者は、活動中の急な天候の変化（雷、竜巻等）や自然災害の発生（大雨、地震等）に伴う危
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険を理解・予測し、安全面に十分配慮して活動してください。また、気象警報発表時の対応や緊急
連絡体制等について、本ガイドラインの参考資料を基準に整備してください。 

③ 指導者は、予測される危険性の事前確認や、用具・練習場所の安全確認と、正しい使用方法を指
導してください。また、使用前の安全確認の習慣化や、準備・片付け等の安全指導について十分に
行ってください。特に新１年生をはじめ、経験が少なく器具等の扱いや活動内容について不慣れな
生徒もいることから、安全に十分配慮した指導を行ってください。 

（３）生徒の健康管理について 
① 指導者は、活動前後に個々の生徒の健康観察をすることはもとより、生徒の心身に与える影響を

考慮して、活動中も生徒の心身の健康状態を把握し、生徒の動きや顔色等、変化に応じて柔軟な指
導を行ってください。 

② 指導者は、定期考査や学校行事を考慮し、生徒の心身の健康状態やその時々の体調に応じた無理
のない活動内容としてください。 

（４）熱中症に対する予防の徹底について 
指導者は、生徒の安全確保の観点から、各種目等の特性を踏まえて熱中症対策に適切に取り組んで
ください。 

（５）重大事故発生時の対処について 
① 認定地域クラブ活動は、年度当初に重大事故発生時の対応手順等について確認してください。 
② 指導者は、応急手当や救命措置、心肺蘇生法の正しい手順や、ＡＥＤの設置場所と使用方法を理

解し、事故発生時には確実に実践してください。 
③ 万一、重大事故が発生した時は、指導者は「生命の確保」を第一に、救急搬送等について迅速か

つ適切に対応するとともに、保護者や関係機関に速やかに連絡し、十分に連携を図ってください。 
④ 重大事故が発生した場合は、認定地域クラブ活動は事故の状況とその対応等について、事務局に

連絡してください。 
（６）生徒指導に係る問題への対応 

① 認定地域クラブ活動の活動中に生徒同士のトラブルやいじめが発生した場合は、認定地域クラブ
活動が主体となり、保護者及び学校と適切に連携しながら責任をもって問題の解決にあたってく
ださい。 

② 特に、生徒間のいじめを認知した場合は、学校と適切に連携しながら、事実に基づいて解決を図
ってください。 

③ 問題解決が困難な場合は、教育委員会とも連携を図ってください。 
８ 学校との適切な連携について 
（１）生徒の望ましい成長の保障 

① 認定地域クラブ活動は、これまでの学校部活動の意義や役割について継承・発展させ、生徒の発
達段階やニーズに応じた多様な活動ができるよう、学校教育関係者等と必要な連携ができるよう
に留意してください。 

② 認定地域クラブ活動における生徒指導上の問題が、生徒の学校生活に影響する場合も想定される
ため、生徒の望ましい成長を保障していく観点から、認定地域クラブ活動は学校に適切に情報提供
し、連携しながら解決にあたってください。 
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（２）地域全体で生徒の活動支援 
認定地域クラブ活動として生徒の活動状況や、スケジュール等について学校と共通理解を図りな

がら適切に連携してください。学校としても役割を自覚し、認定地域クラブ活動と適切に連携しなが
ら、地域全体で生徒の望ましい成長を保障する環境づくりに努めます。 

９ 大会参加について 
（１）運動部系認定地域クラブ活動の対応について 

① 中学校体育連盟（以下「中体連」という。）をはじめとする各種大会は、活動の成果発表の場とし
て認定地域クラブ活動から参加することができます。ただし、複数の認定地域クラブに所属する生
徒は、中体連主催の大会へ参加できるのは、いずれかひとつの認定地域クラブ活動に限るものとし
ます。 

② 中体連大会参加にあたっては、認定地域クラブ活動は当該競技を管轄する中央競技団体もしくは
（公財）兵庫県スポーツ協会加盟競技団体に登録するとともに、定められた期間内に事務局に認定
地域クラブ活動認定手続きを申請し、認定を受けてください。また、県中体連が示す参加資格や競
技毎に示される細則、大会運営への協力等も含めた規定に基づいて適切に対応してください。 

③ 各種大会に参加するための様々な条件、規定等の情報は、認定地域クラブ活動が各主催者から収
集し、対応してください。 

（２）文化部系認定地域クラブ活動対応について 
① 文化部系認定地域クラブ活動において、活動の成果発表の場として大会やコンクール等に参加す

る場合は、上記運動部系認定地域クラブ活動と同様に、認定地域クラブ活動からの参加を原則とし
ます。 

② 各種大会に参加するための様々な条件、規定等の情報は、認定地域クラブ活動各主催者から収集
し、対応してください。 
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（参考資料） 
 
［熱中症への対策］ 

熱中症は、活動前に適切な水分補給を行うとともに、必要に応じて水分や塩分の補給ができる環境を整
え、活動中や終了後にも適宜補給を行うこと等の適切な措置を講ずれば十分防ぐことが可能です。また、
熱中症の疑いのある症状が見られた場合には、早期に水分・塩分補給、体温の冷却、病院への搬送等適切
な処置を行うことが必要です。 

⑴　活動季節や時間帯によっては、熱中症予防サイトにおいて情報提供されている「暑さ指数」と必要
に応じて適宜、気温・湿度を確認し、「熱中症予防運動指針」（公益財団法人日本スポーツ協会）に示
される環境条件の評価（図）を参考に、活動の可否を判断します。 

⑵　「熱中症環境保健マニュアル 2018」（平成 30 年３月改訂環境省）等で顧問や生徒が熱中症予防策
を十分理解して活動するとともに、最近の気候状況を鑑み、暑くなり始める５月頃より熱中症の可能
性を予測し、練習内容や通気性のよい服装の着用及び着帽の勧奨について適切に指示します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【高温や多湿時における大会への対応】 
①　町教育委員会や体育連盟等の関係団体は、主催する学校体育大会等が予定されて

いる場合については、大会の延期や見直し等、柔軟な対応を行うこととします。 
②　なお、広域的な大会等でやむを得ない事情により開催する場合には、参加生徒の

事前の健康チェック、こまめな水分・塩分の補給や休憩の取得、観戦者の軽装や着
帽等、生徒の健康管理を徹底すること、熱中症の疑いがある症状がみられた場合に
は、早期の水分・塩分の補給や体温の冷却、病院への搬送等、適切な対応を徹底す
ることとします。

【熱中症予防のための指導のポイント】 
①　直射日光の下で、長時間にわたる運動やスポーツをさせることは避けましょう。 
②　屋外での運動やスポーツを行うときは、帽子をかぶらせ、できるだけ薄着をさせ

ましょう。 
③　屋内外に関わらず、長時間の練習はこまめに水分や塩分を補給し、適宜休憩を入

れましょう。また、終了後の水分・塩分補給も忘れずにしましょう。 
④　常に健康観察を行い、生徒の健康管理に注意しましょう。 
⑤　生徒の運動技能や体力の実態、疲労の状態等を把握するように努め、異常が見ら

れたら速やかに水分・塩分補給、体温の冷却、病院への搬送等必要な措置をとりま
しょう。 

⑥　生徒が心身に不調を感じたら申し出て休むよう習慣付け、無理をさせないように
しましょう。 

独立行政法人日本スポーツ振興センターより抜粋
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（図）熱中症予防のための運動指針（2024 日本スポーツ協会） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
［重大事故発生時の対処］ 

日頃から、一次救急医療機関の連絡先が記載された危機管理マニュアル（フロー図）を手元や活動場
所等の指導者がすぐに確認できる場所に掲示します。また、心肺蘇生法、ＡＥＤ使用などの応急処置に
ついても、全ての指導者が熟知し、確実に実践します。 
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※事故・怪我の大きさに関わらず、原則、当日中に事務局への報告をお願いします。
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［気象の変化への対応］
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文科省　「学校の危機管理マニュアル作成の手引」より
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兵庫県教育委員会　「いじめ問題啓発資料」より

［いじめへの対応］
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［暴力・ハラスメントの防止］

スポーツ庁　「ＮＯ！スポハラ」より
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